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  議  事  録 

１ 日時 

  令和２年１月１０日（金） 

  午後１時３０分～午後２時２０分 

 

２ 会場 

  和歌山市役所 １１階 教育委員室 

 

３ 出席者 

  【教育長及び委員】 

   教育長  富松 淳 

   委員   藤本 禎男 

   委員   森﨑 陽子 

委員   波床 昌則 

委員   打田 雅子 

  【事務局職員】   

教育局長     津守 和宏       教育学習部長   坂下 雅朗         

 学校教育部長   中北 晴美       教育政策課長   中村 保          

 教育政策課副課長 上中 英人       教育施設課長   原田 勝誠        

生涯学習課長   加藤 裕晃       青少年課長    中村 浩二 

読書活動推進課長  井上 豊英       学校教育課長   東  康修 

教職員課長    栂野 作治       教育研究所長   岡本 友尊 

保健給食管理課長 中  住弘       学校教育課専門教育員    南方 美紀 

学校教育課専門教育員  田辺 麻衣子    教育政策課総務政策班長  楠本 佳章 

教育政策課事務主任  若林 拓也 

 

４ 開会宣示 

  富松教育長が、開会を宣示。 

 

５ 議事録 

  １２月の定例教育委員会及び臨時教育委員会の議事録を承認。 

 

６ 署名委員指名 

  署名委員に打田委員を指名。 

 

７ 報告及び議案 

本日は、報告が２件、議案が２議案となっています。議案第６１号及び議案第６２号につい
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ては、会議規則第５条第２号に当たるもので、秘密会が適当だと思いますが、いかがでしょう

か。 

委員一同 

異議なし。 

富松教育長 

 異議なしと認め、議案第６１号及び議案第６２号については秘密会とします。 

 

報告第２０号  １２月定例市議会について 

富松教育長 

それでは、まず初めに、報告第２０号「１２月定例市議会について」説明をお願いします。 

坂下教育学習部長 

それでは、報告第２０号「１２月定例市議会」について、概要を報告させていただきます。 

  市議会は、令和元年１２月２日に開会し、１２月２０日に閉会しました。今回は、一般質問

の期間が５日間あり、１４人の議員が質問されましたが、そのうち５人の議員から、教育委員

会に対し「中学校給食について」、「小学校・中学校図書館について」、「全国学力・学習状

況調査について」、「学童保育について」などの質問がありました。 

一般質問の内容及び市長、教育長、教育局長の答弁については、前もって資料として送付さ

せていただいておりますので、ここでの説明は省略させていただきます。 

経済文教委員会は１２月１３日に開かれました。令和元年度和歌山市一般会計補正予算につ

いてご審議いただきました。 

令和元年度和歌山市一般会計補正予算の内容は、市民図書館の跡地利用に伴い事務所等を移

設するために必要な経費について今年度執行見込みがなくなったための経費の減額、また、東

部コミュニティセンター駐車場整備事業の債務負担行為の補正です。また、報告事案は３件で、

「新和歌山市民図書館の一部業務開始について」、「新和歌山市民図書館の一部業務開始に伴

う組織改正について」、令和元年度附属機関の会議開催の報告として「和歌山市生涯学習推進

協議会」及び「社会教育委員第２回定例会議」の報告を行いました。 

審議の結果、すべての議案、報告は可決、承認されました 

以上が、１２月定例市議会の概要です。 

富松教育長 

 何かご質問等ございませんか。 

波床委員 

学校での教育が、昔のようなどちらかというと教科書を理解する教育から、自発的に問題点

を発見して自主的に物事を考えて発信していくという力を育てる、そのような教育方向に変化

してきている現状があるかと思います。 

高校でも、そういった力を大いに付けた上で、バカロレアと言うんですかね、外国の大学に

進学してもいいようなくらいの学力養成をしたらどうかというのが全国的な問題となってきて

いると思うんですよね。そういった方向性に舵をきると、重点を置くとしたら、さらに工夫を
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すべきところというのはいろんな点であるんだろうと思います。 

一つは教員の方々がどれだけ新しい教育と言うと言い過ぎかもしれませんが、そういう方向

性にそった教育を行う上で、研修研鑽を積んでおられるのかが問題になると思いますので、例

えば８ページから９ページにあります議員からの質問に対して、教育局長がお答えになってい

る一部分ですけど、こういった点について教育委員会としても検討していく必要があるのでは

ないかなと、拝見していて思いました。 

質問というわけでなく感想ですが、そういったことでございます。 

富松教育長 

 波床委員が８ページ、９ページと言ったのは中庄谷議員の全国学力・学習状況調査のことで

すか。 

波床委員 

はい。それに関連してです。 

「問題解決型学習を行っています」となっていて、これに関係してちょっと感想めいたこと

を申し上げたということです。 

富松教育長 

これについて学校教育部で何かありますか。 

東学校教育課長 

  波床委員のおっしゃたように、特に中学校では学び合いの授業作りということで、主体的で

対話的で深い学びということをしっかり目標にして、授業形態が今までの一斉授業から、極力

教員の発問は的確に少なく、子供同士がお互いに学び合える、教え合えるという授業の形態に

変わってきております。 

  それから、もう一つは、そういう授業をどちらかと言えばあまり公開する機会が今までなか

ったんですが、今は学校を挙げて、全ての教員の授業を公開しています。他の学校からも是非

授業を見にきてくださいという形になって、その中で協議会にも、いろんな大学の教授だった

り、専門性を持たれている方にお越しいただいて協議を進めていますので、随分教員の意識も

変わりつつあります。特に若い先生には、そういう部分をしっかり浸透させるという方向には

近づいているのかと、若干年配の先生はなかなか今まで自分のやってきたことがあり、新しい

ことが入りにくいという部分がありますけども、これから大きくそれに向けて変革していくん

ではないかと感じております。以上です。 

富松教育長 

  ２０２０年度から小学校も学習指導要領が新しく変わっていきますので、英語教育とか、Ｉ

ＣＴとかいろいろ言われているんですけども今東課長が言ったようなところも重点を置いて、

学校の先生の意識も変わりつつあるというのは報告を受けておりますので、これからそれがど

んどん能動的な形になっていくのではないかと思っております。 

打田委員 

  学校司書についてお伺いしたいんですけども、３ページのところに数年にわたって学校司書

が増加していないということなんですけども、こちらのほうは今後は増員していただける方向
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で進んでいるのかお伺いしたいです。 

栂野教職員課長 

  学校司書に関しましては例年人数を要求しております。今年度も予算要求をしております。 

打田委員 

  予算の関係で今は１名しか置けないという理解でよろしいでしょうか。 

栂野教職員課長 

  今までは予算の関係で１名しか入っていないということです。 

富松教育長 

  この間から校長先生の面接等をやっているんですけども、結構学校に図書ボランティアの方

が普及してきている。その辺の利用というのも、資格ある司書という意味でも別なんですけど

も、結構地域の方々が入ってくれているというのが実情です。それもやっぱり読書をすすめる

内の一つになるのではないかと思うんです。 

森﨑委員 

  学童保育のところです。感想です。 

  １７ページの子育て支援ということで、いろんな家庭の保護者を支援するシステムが出来上

がって、ただそれを支える方々の数が、保育者もそうですし、指導員の方もそうですし、不足

している。 

このような形で業者に入っていただいて、質の向上を図ってくださる。これは本当に有り難

いことですし、保育士のほうもこれから増やしていかなければいけない。 

  今回のこの発表では、これに関して質の向上はできているのかと強く追及されている内容だ

ったと思うんです。 

一方です。違う方向から、保育園の園長先生のお言葉ですが、保育所も出来上がったときは

母親が働き出して、それを支援する為に出来上がったシステムがあり、それがこの子育て支援

まで繋がってきているわけですが、最初始まった頃には保護者の方々が子供のことを預かって

くれることに対して非常に感謝し、子供に会えたら子供を抱きしめるような形で迎えいれて、

そういう姿が見られた。今はほとんどなく、見ていただいて当然と聞いています。 

質の向上も大事だけども、母親側の自分たちがこの子を見ていくという愛情の深さも失わな

いようにしていかないと、というのが、読みながらの感想です。 

非常に残念で、見てくれるのが当然で、お金を払っているので当たり前という迎え方が、私

たちは休みなしで見ているということを思っても言えないことがあるので、相互に子供を見て

いく上で、そちらも育っていかないと、教育が成り立っていかないのではないかと考えました。 

富松教育長 

親御さんもそういう気持ちになればと思います。青少年課、何かありますか。 

中村青少年課長 

有り難いご意見いただきましてありがとうございます。おかげさまで年末、１２月２４日に

複数の応募がありまして、一応受託候補者が決定したところです。 

和歌山市に本社がある企業で、和歌山県内にもかなり教育保育でいろいろネットワークをお
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持ちの会社と聞いていますので、今後指導員さんの確保等やノウハウを含めて期待していると

ころです。以上です。 

富松教育長 

他に、何かご質問等ございませんか。よろしいですか。 

委員一同 

はい。 

 

報告第２１号  令和元年度和歌山市公民館フェスティバル開催について 

富松教育長 

続いて、報告第２１号「令和元年度和歌山市公民館フェスティバル開催について」説明をお

願いします。 

加藤生涯学習課長 

 報告第２１号「令和元年度和歌山市公民館フェスティバル開催について」報告いたします。 

 例年、年１回２月に開催されています、各地区公民館活動として年間の活動の発表の場であ

るフェスティバルを開催します。 

 日程は２月１４日から１６日。１４日の金曜日につきましては、１０時に展示室前でテープ

カット式を行い、作品の展示を開催し、５時までとなります。１５日の土曜日につきましては、

１１時３０分から式典を開催します。場所は、市民会館の小ホールとなります。委員の皆様に

はご案内等差し上げておりますので、ご出席よろしくお願いします。 

 作品展につきましては、自治会の４２地区から１，７２７点の作品が展示されています。展

示コーナーは市民会館地下１階の展示室となります。 

 地区の１５日に開催される実践発表会につきましては、地区から４３４名の方が発表を行わ

れます。 

 報告は以上です。 

富松教育長 

 ２月の１４日、１５日、１６日の３日間ということで市民会館の展示室及び小ホールで開催

となります。 

 この件について、何かご質問等ございませんか。よろしいですか。 

委員一同 

はい。 

 富松教育長 

 それでは、これより議事に入ります。 

秘密会に入る前に「その他」で何かありませんか。 

 

８ その他 

中村教育政策課長 

 次回の教育委員会定例会の日程について、報告をさせていただきます。次回の教育委員会定
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例会は令和２年２月６日（木）午後１時３０分から教育委員室で開催いたしますので、よろし

くお願いいたします。 

富松教育長 

 他に何かございませんか。無いようですので、これより秘密会に入ります。 

 傍聴人は退室してください。 

 

９ 非公開事案 

―以下『』部分については非公開とする― 

議案第６１号  令和元年度和歌山市児童生徒文化奨励賞の受賞候補について 

『非公開』 

 

議案第６２号  令和元年度和歌山市川端龍子賞等の授賞候補について 

『非公開』 

 


